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生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
は
、

制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
倒
産
、
失
業
、
病

気
、
家
族
介
護
な
ど
で
職
を
失
え
ば
、

誰
も
が
貧
困
に
陥
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
２
０
０
４

年
か
ら
70
歳
以
上
の
老
齢
加
算
の
縮

小
・
廃
止
、
２
０
１
３
年
に
は
生
活
扶

助
費
を
最
大
10
％
引
き
下
げ
て
い
る
。

今
年
は
、
５
年
に
１
度
の
生
活
保
護
基

準
の
見
直
し
の
年
と
な
り
、
10
月
か
ら

３
年
か
け
て
食
費
や
光
熱
費
な
ど
の
生

活
費
に
当
た
る
「
生
活
扶
助
費
」
を
一

般
低
所
得
世
帯
と
の
均
衡
を
図
る
と
し

て
、
最
大
５
％
引
き
下
げ
る
方
針
を
決

め
て
い
る
。
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下

げ
は
、
住
民
税
、
就
学
援
助
、
最
低
賃

金
な
ど
に
連
動
し
、
住
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。

(1)
就
学
援
助
な
ど
生
活
保
護
を
基
準
と

し
て
い
る
制
度
と
影
響
が
予
想
さ
れ
る

世
帯
数
と
利
用
者
数
は
。

(2)
住
民
税
非
課
税
を
基
準
と
し
て
い
る

制
度
の
対
象
世
帯
数
と
利
用
者
数
は
。

(3)
生
活
保
護
の
利
用
は
国
民
の
権
利
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
こ
と
。

(4)
生
活
保
護
の
捕
捉
率
（
生
活
保
護
を

利
用
す
る
条
件
の
あ
る
人
の
う
ち
、
利

用
し
て
い
る
人
が
占
め
る
割
合
。
）
は

約
20
％
と
な
っ
て
い
る
。
捕
捉
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

(5)
国
に
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
く
こ
と
。

(1)
対
象
者
の
設
定
に
当
た

り
、
生
活
保
護
基
準
を
参
照
し
て
い
る

制
度
は
、
修
学
支
援
資
金
、
就
学
援
助
、

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の
３
制

度
。
影
響
が
予
想
さ
れ
る
世
帯
数
、
利

用
者
数
は
、
現
時
点
で
は
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
だ
が
、
生
活
保
護

基
準
の
見
直
し
に
伴
う
就
学
援
助
制
度

等
へ
の
影
響
は
、
制
度
の
趣
旨
や
目
的
、

実
態
を
十
分
考
慮
し
、
他
市
町
村
の
動

向
や
財
源
措
置
を
見
極
め
た
中
で
対
応

し
た
い
。

(2)
住
民
税
非
課
税
者
を
対
象
に
減
額
措

置
が
あ
る
制
度
は
、
介
護
保
険
料
、
障

害
福
祉
サ
―
ビ
ス
利
用
料
な
ど
18
制
度

で
５
８
０
２
世
帯
６
０
８
４
人
。
減
免

措
置
が
あ
る
制
度
は
、
学
童
保
育
所
保

育
料
と
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
２

制
度
で
38
世
帯
45
人
。
助
成
措
置
が
あ

る
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養

費
、
後
期
高
齢
高
額
療
養
費
な
ど
７
制

度
で
４
７
７
５
世
帯
６
２
８
１
人
で
あ

り
、
全
体
で
は
27
制
度
に
わ
た
っ
て
お

り
、
延
べ
１
万
６
１
５
世
帯
１
万
２
４

１
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

(3)
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
制

度
の
内
容
や
対
象
者
、
申
請
方
法
、
相

談
窓
口
に
つ
い
て
掲
載
し
、
周
知
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
行
政

と
の
つ
な
ぎ
役
で
あ
る
民
生
委
員
に
対

し
、
毎
年
、
制
度
の
理
解
を
深
め
る
よ

う
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
研
修
を
行

い
、
民
生
委
員
が
日
頃
の
相
談
活
動
を

通
じ
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

る
。
今
後
も
関
係
部
署
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
広
く
制
度
の
周
知
に
努

め
る
。

(4)
生
活
に
困
窮
し
支
援
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
人
が
本
制
度
を
活
用
で
き
る
よ

う
、
公
区
長
や
民
生
委
員
な
ど
を
通
じ

て
生
活
相
談
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
部
署
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
最
大
限
の
効
果
を
発

揮
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

(5)
生
活
扶
助
基
準
に
つ
い
て
は
、
年
齢
・

世
帯
人
員
・
居
住
地
域
別
の
消
費
実
態

と
生
活
扶
助
基
準
の
給
付
水
準
と
の
均

衡
を
図
り
、
ま
た
、
児
童
養
育
加
算
お

よ
び
母
子
加
算
等
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
必
要
な
費
用
等
を
検

証
し
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
必
要
な
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
国

に
対
し
て
引
き
下
げ
だ
け
を
行
わ
な
い

よ
う
に
要
望
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
生
活
保
護

基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
民
に
対
し
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
事
態
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
実
施
機
関
で
あ
る
北
海
道
と
今
後

の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
国
と
し

て
の
支
援
策
を
講
ず
る
よ
う
、
町
村
会

等
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

答問
町
民
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は
、
町
村
会
を
通
じ
国
に
支
援
策
を
要
望
し
て
い
く

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
住
民
へ
の

影
響
は

問

町
　
長
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